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まち

Topics

まちの話題やイベント
　　を皆さんに。

輝く光が冬の夜を彩る

本市のシンボル小峰城の歴史を学ぶ

音楽や人形劇を親子で楽しむ 本市が映画のロケ地に

西條奈加さんの「涅槃の雪」が受賞

　12月19日、ＪＲ白河駅前イベント広場で、イルミ
ネーションの点灯式が行われました。
　市中心市街地活性化協議会が様々な団体の協力を
得て、今年は白河駅前から市立図書館（道場小路）
までイルミネーションの規模を拡大しました。関係
者がスイッチを押すと、約２万灯の電飾が一斉に点
灯し、集まった人々から歓声がわき上がりました。
　イルミネーションの点灯は、２月11日まで実施し
ています。

　12月15日、市立図書館（道場小路）で郷土講演会
が行われました。
　鈴

す ず き

木功
いさお

市都市政策室文化財課課長補佐が講師とな
り、「小峰城の成立と展開」をテーマに、小峰城の前
史、成立、展開を分かりやすく説明しました。
　会場には、市外からも城郭ファンが集まり、講演
後には、崩れた石垣の復旧方法など、多岐にわたる
質問が出て、小峰城に対する関心の高さがうかがえ
ました。

　12月11日、マイタウン白河（本町）で、「おひさまひ
ろばクリスマス会」が開かれました。おひさまひろば
では、会員の皆さんにクリスマス気分を親子で楽しん
でもうらため、毎年開催しています。
　会では、50組の親子が手遊びや簡単な運動でスキン
シップをしたり、スタッフとボランティアがハンドベル
演奏や人形劇を披露したりして、子どもたちを楽しま
せました。また、サンタクロースも登場し、満面の笑
顔で喜ぶ子どもたちの姿が見られました。

　映画「風来坊（仮題）」の撮影のため、本市を訪
れていた、俳優の松

まつかた

方弘
ひ ろ き

樹さん、女優の趣
し ゅ り

里さんが、
12月10日、鈴木市長を表敬訪問しました。
　松方さんは、「皆さんが協力してくれるので、撮影
がしやすいです」、趣里さんは「皆さんが温かくて、
こちらも温かい気持ちになります」と本市の印象を
話していました。この映画は、「ビターコーヒーライ
フ」の横

よこやま

山浩
ひろゆき

之監督、井
い う ち

内徳
と く じ

次プロデューサーが制
作。本市をメインロケ地に撮影されます。

　12月15日、文化センター（中田）で「第18回中山義秀文学賞公開選考会」
が開催され、最終選考に残った３作品の中から、西

さいじょう

條奈
な か

加さんの「涅
ね は ん

槃の雪
ゆき

」
が受賞作に選ばれました。
　選考会では、㈶立教志塾理事・副塾頭の人

ひ と み

見光
み つ た ろ う

太郎さんをコーディネーターに、
作家の津

つ も と

本陽
よう

さん、竹
た け だ

田真
ま さ こ

砂子さん、安
あ べ

部龍
りゅうた

太郎
ろう

さん、文芸評論家の縄
な わ た

田一
か ず お

男
さんの４人の選考委員により審査が行われました。
　中山義秀文学賞は、文学賞としては全国で唯一、公開選考方式で受賞作品が
決定されます。会場には、受賞作品決定の瞬間を見ようと、多くの文芸ファン
が駆け付けました。

Topic of town ｛写真で紹介する、今「旬」な話題です｝

話　 題まちの

白河駅前のイルミネーションが点灯

市立図書館　郷土講演会

おひさまひろばクリスマス会 松方弘樹さん、趣里さんが本市を訪問

▲選考の様子を来場者が見守りました

▲選考会の様子

▲白河駅前で輝くイルミネーション

▲小峰城の歴史に耳を傾ける来場者の皆さん

▲親子で楽しくスキンシップ ▲鈴木市長から白河だるまを受け取る松方さんと趣里さん

第18回中山義秀文学賞が決定！



▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎㉗2310）
【利用案内】
◆開館時間　午前９時〜午後４時

※特別企画展会期中（１月
26日㈯～３月10日㈰）は
午後５時まで開館

◆休館日　毎週月曜日（１月14日㈷は開館、
　　　　　 15日㈫休館）
◆入館料　無料　

※特別企画展会期中（１月
26日㈯～３月10日㈰）は
有料（大人　200円、小中
学生・高校生　無料）

【催し案内】
◇特別企画展　復興祈願！七転び八起き・

　開運招福「白河だるまと全国のだるま」
⃝会　期　１月26日㈯から
※詳細は６〜７ページをご覧ください。
◇常設展
「白河の歴史と文化」

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎㉔5050）
【催し案内】
⃝開館時間　 午前９時〜午後４時
⃝休館日　毎週月曜日（１月14日㈷は開館、

15日㈫休館）
◆入館料　一般310円（250円）／小中高

生100円（80円）
※（　）は20人以上の団体料金
※毎週土曜日は小中高生無料

◇阿部家名品館
「伝来の遺宝と絵画・陶磁器」

ください。電話での受け付けはできません。
◇少年少女スキー・スノーボード教室
⃝日　時　１月26日㈯／午前８時（総合
　　　　　運動公園出発）
⃝場　所　グランディ羽鳥湖スキーリゾート
⃝対　象　小学３年生〜中学３年生　20人
　　　　　（先着順）
⃝参加料　3,200円（保険料含む、リフ
　　　　　ト代等別途）　
⃝申込期間　１月15日㈫〜21日㈪
問本庁舎生涯学習スポーツ課☎㉒1111
　内2386

▶文化センター（中田140 ／☎㉒5220）
【催し案内】
◇名作こども映画会「ながさきの子うま」
⃝日　時　１月13日㈰／午後２時から

「テルマエ・ロマエ」上映会　
⃝日　時　１月27日㈰／午前11時から
⃝入場料　前売　1,000円（当日200円増）
問ＮＰＯ法人カルチャーネットワーク

（東文化センター内）☎㉞1131
◇第18回白河市東音楽フェスティバル
⃝日　時　２月３日㈰／午後０時50分から
⃝入場料　無料
問東音楽フェスティバル実行委員会（東

庁舎教育振興課内）☎㉞3146

▶マイタウン白河（本町２／☎㉛7595）
【催し案内】
◇白河高校・白河旭高校合同展
⃝日　時　１月23日㈬〜28日㈪／午前９時〜

午後５時　※最終日午後２時まで
問白河旭高校☎㉒2535

⃝入場料　500円
問守屋教育映画☎090-8728-9909
◇白河シネマパラダイス映画
　「テルマエ・ロマエ」上映会
⃝日　時　１月26日㈯／①午前11時から

②午後６時から
⃝入場料　前売　1,000円（当日200円増）
問白河シネマパラダイス運営委員会☎㉒5271

▶東文化センター（東釜子字狐内47／☎㉞1131）
【催し案内】
◇新春歌謡コンサート
⃝日　時　１月20日㈰／午後１時から
⃝入場料　前売　1,000円（当日500円増）
問ＮＰＯ法人カルチャーネットワーク

（東文化センター内）☎㉞1131
◇東文化センター自主事業　映画

★
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⃝会　期　１月14日㈷まで
「伝来の遺宝と武家の装い」
⃝会　期　
　１月18日㈮から

◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世
の美術」　

　ミニテーマ展「江戸時代の結城家ｰ結
城家のその後ｰ」開催中

▶総合運動公園（北中川原30 ／☎㉒8971）
《スポーツ教室》　
　受講料を添えて、中央体育館にお申し込み

施設の催し

The topic in the photograph

２月11日㈷の白河だ
るま市にあわせて、マ
イタウン白河（本町）
で写真展が開催される
予定です。

受賞作品決定

「小峰城煙乱舞」 「満開」 「城に咲く」

「雅（みやび）」

阿部邦雄さん（一番町） 金沢金蔵さん（関辺） 鈴木秀一さん（鶴芝）

宮本吉夫さん（金勝寺）
Yammy’s Garden in しらかわ2012

11月23日／文化センター（中田）
今年もふるさと白河で熱唱

写真
で！話題

を

雪吊り作業12月５日／翠楽苑（南湖公園内）

冬を迎える準備

子育ての集い・会員と親子で作って遊ぼう

12月13日／中央公民館（天神町）
トイレットペーパーの芯でサンタを作ったよ

「さわやかサロンあかさか」の会員の皆さんとの交流会
12月11日／大信幼稚園（大信町屋）

おばあちゃんと“あやとり”楽しいね

暴力団排除ポスター作成報告
12月17日／市役所

地域一丸となって取り組みます
話題を

写真で
紹介！

まち
ひと

白
河
市
長
賞

白
河
観
光
物
産
協
会
賞

カ
ル
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
賞

市
民
賞

第２回小峰城大花火大会写真コンテスト

▲樺色羅紗地水玉文様陣羽織
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　11月16日、平成24年度全国社会福祉大会で、
民生委員・児童委員の佐

さ と う

藤弘
ひ ろ こ

子さん（会津町）
が社会福祉功労
者として厚生労
働大臣表彰を受
賞しました。
　永年、民生委
員・児童委員活
動に尽力された
ことが評価され
たものです。

　11月８日、平成24年度福島県統計功労者表
彰式で、金

かね う ち

内和
か ず え

江さん（金勝寺）と佐
さ と う

藤雅
ま さ よ

與
さん（北真舟）
が総務大臣表彰
を受賞しました。
　永年、総計調
査に尽力された
ことが評価され
たものです。
（左が金内さん）

　12月12日、鈴木市長（日本赤十字社福島県
支部白河市地区長）から、小

こざ く ら

櫻輝
あきら

さんに紺綬褒
章飾版が伝達されました。
　日本赤十字社福島県支部白河市地区に対す
る高額の寄附が
評価されたもの
です。
　小櫻さんの紺
綬褒章受章は今
回が２回目のた
め飾版が授与さ
れました。
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海
苔
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い
て
食
っ
た
り

とどめに、油で焼いてニンニク醤油
ぬっつけたのも食わねっきゃなんね

1617

various information various information ｛話題の情報あれこれ｝ ラウン
ジ

shira
kawa

第43回全国高等学校バスケットボ
ール選抜優勝大会出場

2012ワールドユース空手道選手
権大会出場

小
お の

野剛
た け し

史さん（中央中３年）
戸
と べ

邉緩
か ん な

奈さん（中央中３年）

鈴
す ず き

木　茜
あかね

さん（白河旭高２年）
井
い ざ わ

澤由
ゆ か

佳さん（白河旭高３年）

阿
あ べ

部凪
な ぎ さ

紗さん（東北中３年）

12月23日～29日／広島県立総合
体育館（広島市）
（左から）

12月８日・９日／モスクワ

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第26回全国都道府県対抗中学バ
レーボール大会出場
12月25日～28日／大阪市中央体育館
（大阪府）

今月のありがとう♥

　10月22日、天馬㈱新白河工場
の皆さんが、工場から県道289号
線までの約1.5㎞の区間を清掃し
ました。同社では、「環境美化活動」
として年４回実施しています。

　10月31日から11月３日まで、東
文化センターで開催された「角

つ の だ

田カ
ツ・野

の ざ き

崎安
や す ひ ろ

博 水彩・写真・油絵 親
子展」での一枚。
　野崎さんは「元気を出し、困難に
負けず頑張っていこうという勇気を、
来場された方と分かち合えた気がし
ます」と話しました。

皆さんから
　いただいた写

真を紹介します
。

ハイ・チーズ!!
皆さん

■社会福祉功労者厚生労働大臣表彰を受賞

■統計功労者総務大臣表彰を受賞

■日本赤十字社社資功労による紺綬褒章飾版を
　伝達

藤田敦史

苦しい時こそ前へ

選手（富士通）

Special　Interview

AtsushiFujita

▲市民の皆さんに向けたメ
　ッセージ入りのサイン

　本市出身のマラソンランナー、藤田敦史選手が、
2年ぶりにふくしま駅伝に出場、力強い走りを見せ
てくれました。
　ゴール後、ふくしま駅伝の感想やふるさとへの思
いをインタビューしました。

　　ふくしま駅伝を走った感想はいかがでしたか。
　ふくしま駅伝は２年ぶりということで、元気
な走りを市民の方に見せたいという思いで走り
ました。走っているときに、「帰ってきてくれて
ありがとう」という声援を多く耳にして、逆に
励まされ、白河を代表して走れることに喜びを
感じました。体調的には、けがの影響から今
一つでしたが、また走れる機会がありましたら、
ぜひ走りたいと思います。
　　今後について聞かせください。
　自分が走れるところまで、現役を続けていき
たいと考えています。ニューイヤー駅伝、琵琶湖
毎日マラソンに出場する予定なので、市民の皆
さんに走っている姿をぜひ見てもらいたいです。
将来的には、指導者としてランナーの育成に携
わりたいという気持ち
があります。
　　現在の白河への想い
　　を聞かせください。
　風評の払しょくに自
分も何かできないかを
いつも考えています。
しかし、自分は走るこ
としかできない。ひた
むきに走る姿を見せる
ことで、白河と心は一
緒であることを伝えた
い。少しでも勇気を与
える走りをするのみです。
　　ありがとうございました。　
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図
書
館
に
行
こ
う！

◎市立図書館　▶開館時間　平日10：00 ～20：00　
　　　　　　　　土・日・祝日９：30 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　月曜日、第１水曜日
                       （ただし、祝日の場合は開館し、翌日は休館）

問本庁舎生涯学習スポーツ課☎㉒1111　内2382

健：心とからだをみがき、奉仕する生徒
覚：学び方をくふうし、たしかな学力を身に　
　　つける生徒
愛：強い意志を持ち、思いやりのある生徒

教育目標

スローガン
校地は緑、校舎は美、我らは気力

　教育目標の「健」は、心とからだを磨くために、
そして礼儀や適切な言動を身につけることをね
らいとして、生徒会を中心に明るい笑顔・表情
のあるあいさつができるよう全校で取り組んで
います。
　また、今年度は生徒の活動とは別に、ＰＴＡ
活動として保護者の方々もあいさつ運動を行う
など、全校あげて取り組んでいます。
　「覚」は、「わかる」から「できる」授業を目
指して授業改善に取り組んでいます。また、家
庭学習の仕方を指導し、授業とリンクした学習
が行われるようにしています。
　「愛」は、特に、道徳教育の充実を図ってい
ます。体験活動との関連を図り、思いやりの心
を育てています。

19 18

｛教育の情報あれこれ｝ ｛図書館の情報あれこれ｝education information Library information

りぶらんだより Libran

◎東 図 書 館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　祝日、火曜日、月末日☎㉞1130

ひろ
ば教育
の

白河市立白河中央中学校
校長　箭

や な い

内清
きよかず

和

○住所　明戸72-5
○電話　☎㉓3247

映画上映案内

　今年は新しいことにチャレンジしてみませんか。各種お助け図書
を集めました。

　古くから伝わる日本の話。同じ話を読み比べしてみるのも楽しい
です。

Movie 　市立図書館多目的ホールで上映
される映画です。入場無料です。

☎㉓3250

おはなし会
■日時　１月12日㈯・26日㈯
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　３歳～小学生低学年

ちびっこおはなしのくに
■日時　１月10日㈭・17日㈭
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　０歳～３歳程度

◎表郷図書館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　祝日、火曜日、第１水曜日

《おはなし、よんで！（０歳～小学生対象）》
　■日時　毎週土曜日／随時

《図書館であそぼう！》
　■日時　１月11日㈮・25日㈮/午前10時～午後４時
　■対象　家族と同伴の０歳～小学２年生

☎㉜4784

◎大信図書館　▶開館時間　10：00 ～18：00
　　　　　　　▶休 館 日　月曜日、祝日の翌日☎㊻3614

▲朝のあいさつ運動の様子

「一年の計は元旦にあり」

「日本のむかしばなしを楽しもう」

４図書館とも、１月４日㈮から開館します

   毎月、季節に合わせた本を展示しています。

こどもたちが本を愛するように。

■日時　①１月５日㈯
　　　　　午後１時30分～３時
　　　　②１月16日㈬
　　　　　　午後６時30分～８時
■日時　１月19日㈯
　　　　　▷化けくらべ　午後１時30
　　　　　 分～１時55分
              ▷いのししうりっ子のぼうけん
　　　　 　２時5分～２時30分

「化けくらべ」

「いのししうりっ子の
　ぼうけん」

「ニッポン無責任野郎」
1962年作品

1993年作品

1989年作品

大人向け

大人の本

こども向け

こどもの本

本が好き
になる!!

旬な話題
に触れる!!

映 画 で感
性を磨く!! Information図書館からお知らせ 図書館の

情報を!!

催し案内Event

本の展示Exhibition

《絵で見るお話の会》※１月はお休みです。

し しっかりと大きな声であいさつを
ら ランドセルの笑顔見守る地域の目
か 簡単なことから始めようボランティア
わ わがまちを誇りに思えるまちづくり

すすめよ
う
！

「しらかわ
」
運

動

EventEvent

　幸せは誰もが願うことです。今よりもっと幸せに生きるた
めに自分はどうすればいいか、それをつかむための講演会で
す。ぜひ会場にお越しください。
◦日　時　２月16日㈯／午後１時30分～４時30分
◦会　場　文化センター（中田）
◦入場料　無料
◦演　題 　「人生をよりよく生きるために」
◦講　師　NPO法人ネットワーク「地球村」
　　　　　代表　高

た か ぎ

木善
よ し ゆ き

之氏

　総合運動公園内の施設（中央体育館、陸上競技場、国体記
念体育館、市民プール）は、現在、改修等の工事中です。
　工事車両が通行し、一部通行できない箇所がありますので
ご注意ください。なお、工事に伴い、陸上競技場は、3月31
日㈰まで利用できません。
　ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。工事等
の内容は、お問い合わせください。

問中央体育館☎㉒8971

　　白河市生涯学習講演会
「人生をよりよく生きるために」

総合運動公園内施設の改修工事

　大阪大学物理学科卒業。パナソニック在職
中はフロン全廃、割りばし撤廃、環境憲章策
定、森林保全など環境行政を推進する。ピア
ノ、声楽、合唱指揮など音楽分野でも活躍。
　1991年、環境と平和の国際団体『地球
村』を設立。リオ地球サミット、欧州環境会
議、沖縄サミット、ヨハネスブルク環境サミ
ットなどに参加している。

《高木善之氏プロフィール》

今月号は

「講演会」
のはなし

  き
ょういく

情 報ホット
熱!!

■教育関係のホットな情報を皆さんへ

　11月３日、「14ひきのシリ
ーズ」などで著名な絵本作
家のいわむらかずおさんを
迎え、「絵本と自然とこども」
と題し、講演会を開催しま
した。
　いわむらさんは、「シリー

ズではどの本にも大抵食事のシーンが出てきま
す。家族で食卓を囲むことは私にとって一番幸
せな時間ではないかと思います。家族での食事
と、自然とともに生きることの喜びが、このシ
リーズの柱のようなものになっています」と話
しました。
　162人の来場者が熱心に聞き入り、絵本作家
になった経緯などを質問していました。

　12月2日、造形作家の下
し も な か

中菜
な ぼ

穂氏を講師にまね
き、「紋きりあそび講座」を開催しました。
　20人が参加し、家紋当てクイズなどを通して
「紋きり」についての知識を深めました。また、
おもいおもいに型や色を選んでポストカードを作
成、色彩豊かな作品がたくさんできあがりました。
　紋きりは江戸時代から
伝わる文様の奥深さを感
じることができます。皆
さんも紋きりに関する本
をご覧になってみてくだ
さい。

いわむらかずおさんが絵本の魅力を語りました

紋きりあそびで文様の奥深さを体験しました
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が
可
能
で
す
。

　
年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
ご
家
族
に

一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
（
保

証
が
な
い
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
）。

　
掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
、
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金

等
控
除
の
対
象
に
な
り
、
税
制
面

で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

問
福
島
県
国
民
年
金
基
金
☎
０
１

２
０-

６
５-

４
１
９
２
／
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.fnpf.
or.jp/

　
こ
れ
ま
で
の
「
白
河
市
除
染
計

画
」
は
、
11
月
28
日
付
け
で
環
境

大
臣
の
同
意
を
経
て
、「
白
河
市
除

染
実
施
計
画
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
を
基
本
と

し
て
、
さ
ら
な
る
除
染
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
放
射
線
対
策
室　
内
２

１
８
８

　
県
で
は
、「
県
民
健
康
管
理
調
査

広報白河　2013.１.１（H25） 広報白河　2013.１.１（H25）

　
お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
茶
会
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど

一
連
の
動
作
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時
　
１
月
29
日
㈫
／
午
後
１

時
～
３
時
、
２
月
５
日
㈫
・
12
日

㈫
・
19
日
㈫
／
午
前
10
時
～
正
午

⃝
会
場
　
南
湖
公
園
「
翠
楽
苑
」

⃝
受
講
料
　
▽
４
回
分
　
３
、
０

０
０
円
（
入
園
料
等
も
含
む
）

⃝
定
員
　
10
人　
※
先
着
順
で
す

が
、
原
則
と
し
て
４
回
の
参
加
が

可
能
な
方

　
１
月
26
日
は
、
文
化
財
防
火
デ

ー
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
市
お
よ
び
白
河

消
防
署
で
は
、
地
元
消
防
団
の
協

力
を
得
て
、
次
の
日
程
で
防
御
訓

練
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
、
消
防
署
員
お

よ
び
消
防
団
員
が
出
動
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
　
１
月
27
日
㈰
／
午
前
９

時
30
分
か
ら

⃝
場
所
　
清
水
寺
（
表
郷
金
山
）

問
本
庁
舎
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者

や
農
業
従
事
者
な
ど
の
国
民
年
金

第
一
号
被
保
険
者
の
方
が
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国

民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
、
国
民

年
金
基
金
に
加
入
で
き
ま
す
。
加

入
は
任
意
で
、
現
在
の
状
況
や
将

来
設
計
に
あ
わ
せ
た
プ
ラ
ン
設
定

基
本
調
査
問
診
票
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
外
部
被
ば

く
線
量
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
結
果
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
作
成
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
７

月
11
日
ま
で
の
外
部
被
ば
く
線
量

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
同

問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談
会
》

　
県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、
問

診
票
に
関
す
る
「
出
前
書
き
方
説

明
会
・
相
談
会
」
を
皆
さ
ん
の
ご

要
望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
平
日
の
み
）

※
１
回
あ
た
り
10
人
か
ら
15
人
ま

で
の
相
談
が
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
同
大
学
県
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４-

５
４

７-

１
７
８
６

　
東
文
化
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
と
と

も
に
今
回
で
18
回
目
を
数
え
る
東

地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
祭
。
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

⃝
日
時
　
２
月
３
日
㈰
／
午
後
０

時
50
分
か
ら

⃝
場
所
　
東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東

釜
子
）

⃝
入
場
料
　
無
料

問
東
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
（
東
庁
舎
教
育
振
興
課
内
）

☎
㉞
３
１
４
６

　
市
で
は
、
い
じ
め
問
題
に
悩
む

子
ど
も
や
保
護
者
の
た
め
、
相
談

専
用
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

⃝
名
称
　
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
（
い
じ

め
相
談
電
話
）

⃝
電
話
番
号
　
０
８
０
０-

８
０

０-

１
８
９
３
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）

⃝
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
平
日
の
み
）

⃝
対
応
内
容
　
電
話
相
談
は
、
本

庁
舎
学
校
教
育
課
が
担
当
し
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
学
校
等
と

連
携
し
解
決
に
努
め
ま
す
。

問
本
庁
舎
学
校
教
育
課　
内
２
３

６
１

21 20

募
集

⃝
申
込
方
法
　
１
月
４
日
㈮
か
ら

受
付
開
始
（
電
話
申
込
可
）

問
翠
楽
苑
☎
㉓
６
８
８
８

⃝
受
験
資
格
　
高
校
卒
業
（
見

込
み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の

学
力
を
有
す
る
方
（
中
学
校
卒
業

で
も
履
修
が
可
能
と
認
め
ら
れ
る

方
を
含
む
）
※
年
齢
不
問

⃝
定
員
　
30
人

⃝
試
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
作

文
、
面
接

⃝
試
験
日
　
２
月
７
日
㈭

⃝
試
験
会
場
　
白
河
医
師
会
白
河

准
看
護
学
院
（
北
中
川
原
）

⃝
受
付
期
間
　
１
月
８
日
㈫
～
24

日
㈭
（
郵
送
は
期
間
内
必
着
）

※
受
験
要
項
・
出
願
書
類
を
郵
送

希
望
の
場
合
は
、
送
付
先
の
住
所

・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号
封
筒
を

同
封
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

〒
961
︲
0054
白
河
市
北
中
川
原
３
１

３
／
☎
㉓
３
７
０
１

　
「
白
河
の
未
来
を
考
え
よ
う
～

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
と

案
内

経
済
・
経
営
の
観
点
か
ら
ま
な
ぶ

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
に
ち
・
内
容
・
講
師　
①
２

月
17
日
㈰
／
「
こ
の
時
期
に
必
要

な
被
災
者
に
と
っ
て
の
支
援
と
は

何
か
Ⅰ
」
／
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し

ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教

授　
天あ

ま
の野
和か

ず
ひ
こ彦
氏　
②
２
月
24
日

㈰
／
「
こ
の
時
期
に
必
要
な
被
災

者
に
と
っ
て
の
支
援
と
は
何
か

Ⅱ
」
／
同
特
任
准
教
授　
天
野
氏

③
３
月
３
日
㈰
／
「
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
と
豊
か
な
福
島
の
未
来

を
考
え
る
」
／
福
島
大
学
経
済

経
営
学
類
准
教
授　

奥お
く
も
と本
英ひ

で
き樹

氏　

④
３
月
10
日
㈰
／B

eing 
Sm

aller,Being W
ealthier

…

人
口
減
少
社
会
を
豊
か
に
す
る
に

は
」
／
同
大
学
経
済
経
営
学
類
教

授　
西に

し
か
わ川
和か

ず
あ
き明
氏

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

⃝
受
講
料　
▽
一
括
受
講
（
全
講

座
分
）
３
、
５
０
０
円　
▽
個
別

受
講
（
１
講
座
分
）
１
、
０
０
０
円

⃝
定
員　
40
人

⃝
申
込
期
限　
２
月
８
日
㈮　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

内
２
３
８
２

　
慢
性
腎
臓
病「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
と
は
、

腎
臓
に
異
常
が
あ
る
場
合
の
す
べ

て
の
総
称
で
、
急
増
し
て
い
る
腎

臓
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

進
め
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
概
念

で
す
。
日
本
人
の
腎
障
害
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
の
た
め
の
医
師
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時　
１
月
30
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

◦
対
象　
健
診
の
結
果
、
高
血
圧

だ
っ
た
方
、
血
糖
値
が
高
め
だ
っ

た
方
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
と
ｅ-

Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
要
指
導
・
要
医
療
の

方
、
ま
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
興
味
関
心
の

あ
る
方

◦
講
師　
白
河
病
院
内
科
部
長　

和わ

く久
昌ま

さ
ゆ
き幸
医
師

◦
申
込
期
限
　
１
月
25
日
㈮
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１
１
２

慢
性
腎
臓
病
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」

予
防
講
演
会

ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
（
い
じ
め

相
談
電
話
）

県
民
健
康
管
理
調
査

基
本
調
査
問
診
票

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

文
化
財
防
火
デ
ー

国
民
年
金
基
金
制
度

東
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

白
河
市
除
染
実
施
計
画
の
策
定

白
河
准
看
護
学
院
学
生

初
心
者
茶
道
教
室

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111/Fax㉜2234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111/Fax㊻2409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111/Fax㉞3584

くらしの
情 報 館
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い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

⃝
出
願
期
限　
２
月
28
日
㈭
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
４-

９
２
１-

７
４
７
１

　
大
学
通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る

大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
に
よ

る
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
２
月
10
日
㈰
／
午
前
11

時
～
午
後
４
時

⃝
会
場
　
仙
台
市
情
報
・
産
業
プ

ラ
ザ　
ア
エ
ル
５
階
（
宮
城
県
仙

台
市
青
葉
区
中
央
）

⃝
対
象
　
一
般
お
よ
び
高
校
生

⃝
参
加
料
　
無
料

問
公
益
財
団
法
人　
私
立
大
学
通

信
教
育
協
会
☎
０
３-

３
８
１
８

-
３
８
７
０

広報白河　2013.１.１（H25）広報白河　2013.１.１（H25）

⃝
日
時　
１
月
16
日
㈬
／
午
前
10

時
～
正
午

⃝
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
地

下
１
階
会
議
室
（
郭
内
）

⃝
対
象　
浜
通
り
か
ら
県
南
地
域

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
県

南
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
☎
㉔
１
２

５
６

⃝
日
時　
１
月
19
日
㈯
／
午
後
２

時
か
ら

⃝
会
場　
は
く
し
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
（
旭
町
）

⃝
出
演　
三さ

ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
円え

ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
、
瀧た

き

川が
わ

鯉こ
い
わ和

⃝
入
場
料　
５
０
０
円
（
75
歳
以

上
無
料
）

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７
／

㈳
白
河
法
人
会
☎
㉓
２
１
６
０

　　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
の

解
放
記
念
日
（
１
月
27
日
）
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
犠
牲
者
を
追
悼

し
命
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

同
記
念
日
に
ち
な
み
、
戦
争
犠
牲

者
と
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を

追
悼
す
る
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を

行
い
ま
す
。

⃝
日
時
　
１
月
26
日
㈯
／
午
後
５

時
か
ら

⃝
会
場
　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
平

和
博
物
館
（
白
坂
）

問
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
平
和
博
物

館
☎
㉘
２
１
０
８

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第

１
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史

・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

　　　
身
近
な
人
の
悩
み
の
聴
き
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時　
１
月
30
日
㈬
／
午
後
２

時
～
４
時

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

⃝
内
容　
▽
講
演
・
演
習
「
心
の

救
急
法
～
悩
み
の
聴
き
方
の
コ
ツ

を
学
ぼ
う
～
」
▽
講
師　
逸へ

ん
み見
京き

ょ
う

子こ

氏
（
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
）

⃝
申
込
方
法　
１
月
28
日
㈪
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
南
保
健
事
務
所
障
が
い
者
支
援
チ

ー
ム
☎
㉒
５
６
４
９
／
FAX
㉒
５
４

５
１

　
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
浜
っ
こ
サ

ロ
ン
」
で
は
、
お
気
軽
に
お
話
し

が
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
避
難
先
で
の
仕
事
探
し
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
に
、
仕
事

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

23

新
春
初
笑
い
寄
席

放
送
大
学

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
２
０
１
３

「
心
の
救
急
法
」
学
習
会

健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
浜
っ
こ
サ
ロ
ン

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『 

巳
年
に
思
う 

』

市
長
の

手
控
え
帖

は
蛇
で
あ
り
、
白
蛇
は
幸
運
の
象
徴
と
さ
れ
る
。

ま
た
鏡
餅
は
と
ぐ
ろ
を
巻
く
姿
、
み
か
ん
は
光
輝

く
目
を
表
す
と
い
う
説
も
あ
り
、
蛇
は
民
衆
の
生

活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。
蛇
に
対
す
る
信
仰
は
、

何
度
も
殻
を
破
り
、
た
く
ま
し
く
命
を
永
ら
え
る

「
脱
皮
」
に
あ
る
。
そ
し
て
太
古
の
人
は
、
こ
れ

を
復
興
と
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
畏い

け
い敬
の
念
を

抱
い
て
い
た
。

　

子
ど
も
の
頃
、
ヘ
ビ
は
身
近
だ
っ
た
。
巣
の

ヒ
ナ
が
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
口
を
あ
け
て
い
る
。
音

も
な
く
し
の
び
寄
る
ヘ
ビ
。
餌
を
運
ん
で
き
た

親
つ
ば
め
の
金
切
り
声
が
空む

な

し
く
響
く
。
自
然

の
厳げ

ん
し
ゅ
く粛
な
営
み
を
息
を
詰
め
て
見
上
げ
て
い
た
。

太
く
長
い
青
大
将
が
土
蔵
の
白
壁
を
這は

い
あ
が

る
。
子
ど
も
が
黄
色
い
声
で
石
を
投
げ
つ
け
る

が
、
悠ゆ

う
ぜ
ん然
と
窓
か
ら
暗
闇
に
消
え
る
。
蔵
の
守

り
神
だ
か
ら
い
じ
め
る
な
と
祖
母
に
諭
さ
れ
る
。

不
思
議
と
こ
れ
が
気
に
か
か
っ
て
い
た
。
駄
々

を
こ
ね
た
り
、
喧け

ん

か嘩
し
た
り
す
る
と
「
蔵
に
入

れ
る
ぞ
」
と
叱
ら
れ
る
。
暗
く
冷
た
い
蔵
の
中
、

い
じ
め
た
ヘ
ビ
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
舌
を
出
し
、
米

俵
の
上
に
と
ぐ
ろ
を
巻
く
の
を
想
像
し
、
ゾ
ッ
と

し
た
も
の
だ
。

  

夏
休
み
の
楽
し
み
は
水
泳
ぎ
。
照
り
つ
け
る
日

射
し
の
中
、
子
ど
も
ら
は
味
噌
・
塩
を
懐

ふ
と
こ
ろに
、
赤

く
渇
い
た
小
道
を
急
ぐ
。
目
の
先
に
真
横
に
伸

び
た
棒
き
れ
。
近
づ
く
と
ヘ
ビ
の
昼
寝
。
一
瞬

息
が
止
ま
る
。
夜
更
か
し
し
た
の
か
、
逃
げ
よ
う

と
も
し
な
い
。
土
手
の
上
で
、
こ
っ
そ
り
頂
戴
し

た
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
を
口
に
し
な
が
ら
休
ん

で
い
る
。
す
る
と
、
そ
の
隙す

き

を
ぬ
い
、
高
速
船
の

よ
う
に
身
を
く
ね
ら
し
た
ス
イ
マ
ー
が
川
を
渡

っ
て
い
く
。
家
の
前
を
流
れ
る
小
川
の
岸
辺
で
、

灰
色
の
細
長
く
す
き
透
る
縞
模
様
を
よ
く
見
か

け
た
。
脱
皮
し
た
ヘ
ビ
の
ぬ
け
殻
と
わ
か
っ
た

と
き
は
、
何
か
常
の
も
の
で
は
な
い
神こ

う
ご
う々

し
さ
を

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
暮
れ

の
選
挙
で
国
政
は
再
度
、
自
民
・
公
明
に
委
ね
ら

れ
た
。
政
権
担
当
の
力
を
欠
い
た
民
主
に
厳
し

い
審
判
だ
っ
た
。
確
か
に
、
内
紛
の
連
続
で
政
治

主
導
が
い
つ
の
間
に
か
官
僚
主
導
に
な
る
な
ど
、

稚ち
せ
つ拙
な
運
営
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
政
権
の
負

の
遺
産
に
も
苦
し
ん
だ
こ
と
は
割
引
い
て
考
え

て
や
る
べ
き
。
要
は
、
20
年
近
く
漂
流
す
る
政
治

全
体
に
責
任
が
あ
る
。
世
界
の
賞
賛
を
浴
び
た

か
つ
て
の
成
功
モ
デ
ル
は
、
通
用
し
な
い
。
あ

れ
は
、
冷
戦
下
で
平
和
に
恵
ま
れ
、
人
口
も
増
え
、

ひ
た
す
ら
経
済
に
専
念
で
き
た
時
代
の
話
。

　

少
子
高
齢
化
の
衝
撃
、
デ
フ
レ
に
経
済
低
迷
、

波
高
い
東
シ
ナ
海
。
激
し
く
変
わ
る
環
境
に
適

応
す
る
に
は
、
国
民
と
対
話
し
つ
つ
、
的
確
か
つ

大
胆
な
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要
。
我
々

は
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
脱
皮
し
な
い

蛇
は
滅
び
る
」
と
先
人
は
い
う
。

　

今
年
は
巳
年
。
可
哀
想
に
蛇
は
好
か
れ
な
い
。

人
の
そ
ば
に
い
る
犬
や
猫
の
よ
う
に
、
愛あ

い
が
ん玩
の
対

象
に
な
ら
な
い
。
勿
論
、
ト
ラ
さ
ん
ク
マ
さ
ん
の

よ
う
に
、
落
語
に
登
場
す
る
愛
嬌
も
な
い
。
し
か

し
、
古
代
で
は
強
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
エ
ジ

プ
ト
な
ど
地
中
海
で
は
賢
さ
と
強
さ
で
崇あ

が

め
ら

れ
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
大
地
や
水
と
結
び
つ
け

ら
れ
た
。
旧
約
聖
書
で
は
、
モ
ー
ゼ
率
い
る
ユ
ダ

ヤ
の
民
が
青
銅
の
蛇
で
邪
悪
を
払
う
。
中
国
で

は
、
天
の
四
方
を
守
る
霊
獣
の
う
ち
、
北
を
司

つ
か
さ
どる

玄
武
は
亀
と
蛇
の
姿
で
表
さ
れ
る
。

　

日
本
で
も
奈
良
三
輪
山
や
赤
城
山
の
大
明
神

感
じ
た
。

　

嫌
い
な
人
ほ
ど
ヘ
ビ
に
目
ざ
と
い
。
か
つ
て

は
春
か
ら
夏
に
か
け
、
畦あ

ぜ

や
茂
み
や
山
道
で
た
び

た
び
お
会
い
し
た
も
の
だ
。
近
頃
は
目
に
す
る

こ
と
も
減
っ
て
き
た
。
好
ま
し
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
人
の
近
く
に
ヘ
ビ
が
生
息
し
、
互
い
に

「
望
ま
な
い
」
出
会
い
が
日
常
的
に
あ
る
の
が

健
全
に
思
え
る
。

　

大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
２
年
。
津
波
・
原
発

で
い
ま
だ
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で
い
る
。
普
通

の
生
活
を
取
り
戻
す
道
の
り
は
遠
い
。
双
葉
の

人
々
は
戻
れ
る
あ
て
な
し
、
住
む
家
な
し
、
仕
事

な
し
。
物
的
賠
償
も
決
ま
ら
ず
仮
設
住
宅
で
不

自
由
な
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
気
持
ち

が
な
え
て
い
く
の
を
誰
が
と
が
め
ら
れ
よ
う
か
。

国
内
に
流る

ろ
う浪
の
民
が
出
る
こ
と
を
、
や
む
な
し
と

す
る
為い

せ
い
し
ゃ

政
者
は
い
る
筈は

ず

も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

恐
れ
は
否
定
で
き
な
い
。
的
外
れ
の
政
策
や
救

済
の
遅
れ
、
制
度
の
不
備
に
よ
り
放
置
さ
れ
る
と

し
た
ら
国
の
恥
。
か
つ
て
、
満
州
開
拓
民
は
国
の

呼
び
か
け
に
応
じ
入
植
。
辛し

ん
さ
ん酸
を
な
め
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
戦
乱
の
中
で
棄き

み
ん民
と
な
っ
た
。
被

災
者
を
守
れ
ず
し
て
、
愛
国
を
口
に
し
て
も
嘘
っ

ぽ
く
聞
こ
え
る
。

　
白
河
で
は
、
市
営
住
宅
を
除
き
災
害
復
旧
は
ほ

ぼ
終
わ
る
。
地
元
の
ご
協
力
で
仮
置
場
も
順
次

決
ま
り
、
本
格
的
除
染
を
進
め
る
条
件
が
整
っ
た
。

内
部
被
ば
く
を
測
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

ー
の
設
置
も
決
ま
っ
た
。
ま
た
年
内
に
市
民
文

化
会
館
の
建
設
に
も
着
手
し
、
三
菱
ガ
ス
化
学
の

用
地
造
成
も
終
了
す
る
。
ご
心
配
の
小
峰
城
石

垣
の
修
復
も
こ
の
夏
か
ら
始
ま
る
。
話
題
の
ド

ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
に
も
、
戊
辰
の
決
戦
の
地
と

し
て
白
河
が
登
場
す
る
。
松
方
弘
樹
主
演
の
映

画
も
白
河
を
ロ
ケ
地
に
撮
っ
て
い
る
。
今
年
も

皆
さ
ん
と
一
緒
に
元
気
に
歩
い
て
い
き
ま
す
。

市ホームページバナー広告
　市では、ホームページに掲載す
るバナー広告を募集しています。
　バナー広告とは、画像をクリッ
クすることによって広告主のホー
ムページへ誘導する効果のあるイ
ンターネット広告の一種です。
　なお、公共性を損なう恐れのあ
る広告は掲載できません。
◦広 告 料　掲載１か月につき

２万円（縦60ピク
セル×横150ピクセ
ル）

◦申込方法　申込書に、作成した
バナー広告のデータ
を添えて、本庁舎秘
書広報課へお申し込
みください。

問本庁舎秘書広報課　内2373
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﹂
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。
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木村可鍛㈱

企
業
の

働きやすい環境を作りながら
　　　　　　地元に役立つ企業を目指す

ＫＩＭＵＲＡ　ＫＡＴＡＮ　ＣＯ．，ＬＴＤ．

The company in Shirakawa 

住　　所：萱根金ヶ入14-4
事業内容：ダクタイル鋳鉄、普通鋳鉄、    
　　　　　可鍛鋳鉄品の製造および販売
　　　　　　（ISO 9001 2008認証取得工場）

№９

　本市には、様々な企業が立地しています。
市民の皆さんはどのような企業が立地し、そ
こでどのような製品が誕生し、またどのよ
うな人が働いているかご存じでしょうか。
　リレー形式で、市内の企業やものづくり・
人づくりについて紹介しています。

　「私たちの会社は、重要保安部品である大
型トラックのブレーキ部品などの鋳物製品
を徹底した品質管理のもと製造しています」
と話す社長の木

き む ら

村利
としろう

郎さん。
　木村可鍛は、大型トラック用ブレーキ部
品、建設機械用エンジン、油圧部品、ガス
コックバルブなどの鋳物製品を製造・販売
しています。材質は、衝撃に強く、加工性
が良いダクタイル鋳鉄を使用し、生産の効
率化に努めています。
　大正14年に東京都板橋区で木村鋳工所と
して創業し、昭和26年に木村可鍛鋳鉄工業
㈱に社名を変更。平成２年には、環境の良
さと交通の利便性から、埼玉県入間郡大井
町から本市に工場を移転し、現在の社名、
木村可鍛㈱として稼働しました。　　
　敷地面積は56,440㎡、社員は42人。安
全第一を心掛け、社員の安全に対する意識
向上を目指し、リスクアセスメント（危険
性の評価）教育を行っています。また、昨
年12月から、同業企業とともに３Ｓ（整理
・整頓・清潔）の徹底とＴＰＭ（全員参加の
生産保全）活動をスタートしました。
　「これからも安全な工場、福利厚生に力を
入れた職場を目指し、社員が働きやすい環境
を作っていきたいです。また、地域の皆さん
や企業の方との交流を大切にしながら、地元
に役立つ企業を目指していきます」と木村さ
んは力強く話してくれました。

鋳物製品。ブレーキ部品が生産の約６割を占めています
騒音に配慮し、工場周辺は山に囲まれています
工場の機械は、効率良く作業をするため、社員自らがメンテナンスをしています
金属を溶かす作業。約1,520度の高温です
鋳型を作る機械。良品率アップのため設備投資をしています
社長の木村さん。“産業サポート白河”の設立に携わりました
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　全国から白河市に多くの義援金・寄附金が届きました。こ
こでは、11月16日から12月14日までの提供者をご紹介しま
す。義援金・寄附金は、被災者の支援と本市の復興のため、
有効に活用させていただきます。ありがとうございました。
　12月15日以降の義援金・寄附金については次号でお伝
えします。

　今月号の表紙は、本市出身の画家でしらか
わ大使、今井珠泉さんの作品「飛翔」です。
この作品は、昨年の３月に「第67回春の院展」
に出展されたものです。今井さんから届いた、
この作品に込められた思いを紹介します。
　「私の出身地である福島県の人たちは、大変
な生活を余儀なくされています。先の見えな
い時代ですが、何とか将来に向かって力強く
歩き出してほしい。そんな思いをいつしか丹

たん

頂
ちょうづる

鶴の姿に託し、このような構図の絵が生ま
れました。この作品の中心にあるのは、“強く
飛び立つ力”です。福島県の人たちが震災、
原発事故からの復興に向けて、強く羽ばたい
てほしいと、祈るような思いを込めました」　
　今井さんありがとうございました。《仮設住宅等支援者をご紹介します》

（11月22日～ 12月21日）

白河市民への　がいっぱい

◦㈱若林商店　様	
◦澤井長利　様
◦前澤化成工業㈱　様

Introduction of the cover

◦日本カイロプラクターズ協会　様
◦明日飛子ども自立の里　様
◦栃木ボランティアネットワーク　様
◦表郷移動文庫「つくしの会」　様

今月号の表紙

白河市公式ページ
「いいね！」を押して市の情報をチェック

facebook

https://www.facebook.com/city.shirakawa


	07.まちトピックス
	08.まちひと／施設の催し
	09.ラウンジしらかわ
	10.教育のひろば
	11.くらしの情報館／市長の手控え帖
	12.企業のちから／義援金等の提供者紹介／今月の表紙

